
■市政を託す大事な選挙
　よく聞きよく考えて投票しましょう。

３月２３日日は
日向市長選挙の投票日です。

日向市のホームページで広報ひゅうがのバックナンバーをご覧になれます。
http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/URL

■市政の動き
狂犬病の予防注射に巡回します。
平成20年度から、国民健康保険税は大きく変わります。
日向市民栄誉賞を創設、初の受賞者決まる。など
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つ
だ
け
○
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在

者
投
票
は
、
通
常
の
選
挙
と
同
様
の

「
記
名
式
」投
票
用
紙
と
な
り
ま
す
。

点
字
投
票
・
代
理
投
票

　

目
や
身
体
が
不
自
由
で
字
が
書
け

な
い
人
、
ま
た
文
字
が
書
け
な
い
人

の
た
め
に「
点
字
投
票
」
や「
代
理
投

票
」の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
、
投
票
所
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
券
は
、
３
月
11
日
㈫

に
各
家
庭
に
発
送
し
ま
す
。

　

日
向
市
長
選
挙
で
は
、
選
挙
公
報

を
発
行
し
、
３
月
18
日
㈫
の
朝
刊
の

新
聞
へ
折
り
込
み
を
し
ま
す
。

　

候
補
者
の
皆
さ
ん
の
政
見
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一

読
く
だ
さ
い
。
な
お
、
朝
刊
紙
を
購

読
し
て
い
な
い
世
帯
で
、
郵
送
を
希

望
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙

管
理
委
員
会
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
公
報
は
発
行
後
、
市
役
所
ロ
ビ

ー
、
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、

各
支
所
な
ど
に
備
え
配
布
し
ま
す
。

３月２３日日 日向市長選挙 投票所一覧
投票所 投票区の区域

1 日向市体育センター
都町、上町、本町、中町、南町、東草場、西草場、
春原、春原町１～２丁目

2 下原町公民館
鶴町１～３丁目、原町１～４丁目、高砂町、
新生町１～２丁目

3 日知屋公民館 公園通り、櫛の山団地、江良町１～４丁目

4 永江公民館 永江町１～３丁目、永江

5 曽根公民館 曽根町１～４丁目、塩田、塩田団地、古田

6 堀一方公民館
浜町１～３丁目、伊勢ヶ浜、中堀町１～３丁
目、平野町１～２丁目、山手町、堀一方、平野、
深溝

7 細島公民館 地蔵、吉野川、清正

8 細島地区コミュニティセンター 宮の上、高々谷、八幡、庄手向、八坂、伊勢

9 幡浦公民館 幡浦

10 亀崎中区公民館
向江町１～２丁目、亀崎南、亀崎１～４丁目、
亀崎西１～２丁目

11 大王谷コミュニティセンター 亀崎東１～５丁目、亀崎東

12 大王谷公民館 大王町３～６丁目

13 梶木公民館 梶木、梶木町１～２丁目

14 庄手公民館 庄手、不動寺、大王町１～２丁目

15 北町１区公民館
北町、花ヶ丘、迎洋園１～２丁目、北町１～
３丁目、日向台

16 日向市総合福祉センター
中原、高見橋通り、広見、新財市、塩見ヶ丘、
千束口

17 本谷営農研修センター 本谷

18 西川内営農研修センター 西川内

19 中村公民館 中村、権現原

20 奥野集落センター 奥野

21 永田地区集落センター 永田

22 山下公民館 山下、山下町１丁目

23 往還区公民館 長江団地、往還、往還町

24 比良コミュニティセンター 川路団地、比良、比良町１～５丁目

25 松原区公民館 松原、沖町

26 財光寺南地区まちづくり事務所 切島山１

27 切島山２区公民館 切島山２

28 秋山地区営農研修センター 秋留（向洋台を含む）

29 曙地区集落センター 曙、美砂

30 南日向コミュニティセンター 本宮、笹野東・中・西、金ヶ浜

31 籾木地区集落センター 籾木

32 鵜毛公民館 鵜毛

33 幸脇公民館 遠見、幸脇

34 飯谷地区集落センター 飯谷

35 余瀬営農研修センター 余瀬

36 美々津公民館 立縫、新町、別府

37 美々津老人福祉センター 石並、駅通り

38 高松公民館 高松区落鹿、高松、宮の下

39 田の原営農研修センター 田の原

40 小野田区公民館
大谷、小野田一・二、又江野上・中、又江野下一・
二、小野田住宅、牧水園

41 寺迫区公民館 寺迫、山ノ口、寺迫区落鹿、中尾

42 福瀬小学校体育館
中野原一・二・三、出口、上村一・二・三、下村、
鵜戸木、日田尾、広瀬、鳥川、中野原住宅

43 鶴野内区公民館
前田、鶴野内区中水流、下村、山内、中山、
大工野、沢瀉、鈴峰園、鶴野内住宅

44 迫野内区公民館 地内、東下、東上、西谷、鹿瀬

45 田野区公民館 田野、蕨野、稲葉野

46 羽坂区公民館
硯野、羽坂、沖之水流、井尻、小長野、深瀬、
日ヶ道、樋田

47 仲深区公民館 下仲瀬、久居原、下水流、深谷、野々崎

48 坪谷区公民館
東石原、西石原、本村、赤井笠、上野原、仲崎、
多武ノ木、一谷原、市谷川崎、瀬平

49 越表区公民館　　※ 越表区中水流、田口八ツ山、児洗、一松露

50 下渡川集会施設　※ 下渡川

51 八重原区公民館 八重原下、八重原中、八重原上

52 庭田公民館 吉牟田、庭田、長崎

不
在
者
投
票
・
郵
便
投
票

　

病
院
な
ど
の
施
設
で
行
う
投
票

や
、
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り

投
票
所
に
出
向
い
て
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
郵
便
で

行
う
投
票「
不
在
者
投
票
」制
度
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
郵
便
投
票
に
つ
い

て
は
一
定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
、
投
票
所
で
投
票
す

る
場
合
は「
記
号
式
投
票
」で
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
候
補
者
の
氏
名
が
印

刷
さ
れ
た
投
票
用
紙
に
投
票
記
載
台

に
備
え
た「
○
印
の
ゴ
ム
印
」で
し
る

し
を
つ
け
る
方
式
で
す
。
自
分
が
投

票
し
よ
う
と
す
る
候
補
者
の
欄
に
一

　

３
月
23
日
㈰
、
午
前
７
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

※
第
�9
投
票
所
越
表
区
公
民
館
、

第
�0
投
票
所
下
渡
川
集
会
施
設
は
、

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。

　

投
票
日
当
日
、
午
後
９
時
10
分
か

ら
、
日
向
市
体
育
セ
ン
タ
ー
で
即
日

開
票
し
ま
す
。

年
齢　

昭
和
63
年
３
月
2�
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
。

住
所　

平
成
19
年
12
月
1�
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
日
向
市
に
住
ん
で
い

て
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
。

市
内
で
転
居
し
た
人

　

平
成
20
年
３
月
10
日
ま
で
に
市
内

で
転
居
し
、
住
民
票
を
異
動
し
た
人

は
新
し
い
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

で
き
ま
す
。

　

３
月
11
日
以
降
に
転
居
し
住
民
票

を
異
動
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

市
外
へ
転
出
し
た
人

　

投
票
日
前
日
ま
で
に
市
外
に
転
出

し
た
人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
、
病

気
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

投
票
所
に
行
け
な
い
場
合
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票

・
投
票
期
間

　

３
月
17
日
㈪
か
ら

　
　
　

22
日
㈯
ま
で（
祝
日
を
含
む
）

・
投
票
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
８
時
ま
で

・
投
票
場
所（
左
ペ
ー
ジ
、
地
図
参
照
）

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
東
郷
東
公

民
館
の
２
か
所
。
※
期
日
前
投
票
は
、

入
場
券
に
印
刷
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
方
式
で
受
付
し
て
い
ま

す
。
投
票
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
入
場
券

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※第 �9・越表区公民館、および第 �0・下渡川集会施設における投票時間は午後７時まで。

期日前投票所を
市内２か所に設置します。
仕事や旅行などで当日投票所に行けない場合は、
期日前投票所で簡単な書類に記入するだけで期日
前投票ができます。期間中は下図のどちらの投票
所でも期日前投票ができます。

東郷東公民館
期日前投票所

東
郷
町
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー

東
郷
地
区

文
化
セ
ン
タ
ー

幸
福
神
社

至日向

★

R327

耳川

駐車場

駐車場

至美郷

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

期
日
前
投
票
所

市
役
所

本
庁
舎

体育
センター

★

東郷東公民館
期日前投票所

東
郷
町
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー

東
郷
地
区

文
化
セ
ン
タ
ー

幸
福
神
社

至日向

★

R327

耳川

駐車場

駐車場

至美郷

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

期
日
前
投
票
所

市
役
所

本
庁
舎

体育
センター

★

お願い
期日前投票所では、投票所入場券に印刷したバーコード
を読み取る方法で受付しています。
投票の際には、ぜひ入場券をお持ちください。

3月17日月～22日土
　　 午前8:30～午後8:00

日向市勤労青少年ホーム

日向市東郷東公民館

任
期
満
了
に
よ
る
日
向
市
長
選
挙
は
、
３
月
16
日
㈰
に
告
示

さ
れ
、
３
月
23
日
㈰
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
�

　

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
・
日
向
市
の
将
来
を
任
せ
る

人
を
選
ぶ
４
年
に
一
度
の
大
事
な
選
挙
で
す
�

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
候
補
者
の
政
見
な
ど
を
よ
く
聞
き
、

よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し
�
う
�

投
票

３
月
23
日
㈰

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
�

開
票

即
日
開
票
、
午
後
９
時
10
分
か
ら
�

投
票
で
き
る
人

次
の
要
件
を
満
た
す
人
が

投
票
で
き
ま
す
�

当
日
、
投
票
で
き
な
い
場
合

期
日
前
投
票
、
不
在
者
投
票
、

郵
便
投
票
な
ど
が
で
き
ま
す
�

日
向
市
の
市
政
を
託
す
大
事
な
選
挙
。

よ
く
聞
き
よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し
�
う
。

投
票
の
方
法

選
挙
当
日
の
投
票
所
で
は
、

﹁
記
号
式
投
票
﹂方
式
で
す
�

投
票
所
入
場
券
を
郵
送

３
月
11
日
㈫
、
各
世
帯
へ
発
送
�

選
挙
公
報
を
発
行

３
月
18
日
㈫
、
朝
刊
折
り
込
み
で
�

選挙に関する問い合わせは
日向市選挙管理委員会事務局
☎52ｰ2111（内線2233）まで

日向市長選挙
３月２３日日
投票日
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市
民
栄
誉
賞
を
創
設
。
初
の
受
賞
者
に

青
木
宣の

り
ち
か親
さ
ん
、
黒
木
知と

も
ひ
ろ宏
さ
ん
。

市政の動き

市
は
、
昨
年
12
月
に「
日
向
市
民
栄
誉

賞
」制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は「
市
民
に
夢
と
希
望
を
与

え
、
社
会
に
進
歩
と
活
力
を
も
た
ら
し
、

広
く
市
民
に
敬
愛
さ
れ
る
も
の
に
対
し
、

そ
の
栄
誉
を
た
た
え
る
こ
と
」が
目
的
で
、

「
学
術
、
芸
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
分
野
で
、
そ
の
功
績
が
国
際
的
ま
た
は

全
国
的
に
著
し
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」に
対
し
、
市
民

栄
誉
賞
を
贈
呈
す
る
制
度
で
す
。
今
回
、

初
め
て
市
民
栄
誉
賞
審
査
委
員
会
が
開
か

れ
受
賞
候
補
者
を
審
議
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
内
日
知
屋
出
身
で
プ
ロ

野
球
球
団「
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
」

の
外
野
手
青
木
宣
親
さ
ん
と
、
市
内
財
光

寺
出
身
で
プ
ロ
野
球
球
団「
千
葉
ロ
ッ
テ

マ
リ
ー
ン
ズ
」を
昨
年
現
役
引
退
し
た
黒

木
知
宏
さ
ん
の
２
人
に
贈
呈
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

初
の
受
賞
者
の
２
人
に
は
、
そ
の
栄
誉

を
た
た
え
、
ま
た
今
後
の
活
躍
を
祈
念
し

て
、
市
か
ら
賞
状
と
手
形
を
か
た
ど
っ
た

鉾
島
焼
の
表
彰
楯
が
贈
ら
れ
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
応
援
し
ま
す
。

第
１
回
補
助
申
請
受
付
は
４
月
７
日
か
ら

　

市
は
、
市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
、

市
内
産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
、
市
民
が

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住※

１

宅
を
市
内
事
業

者
を
利
用
し
て
修
繕
・
補
修
な
ど
の
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
を
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

事
業
の
第
１
回
申
請
を
、
次
の
要
領
で
４

月
７
日
か
ら
受
付
開
始
し
ま
す
。

 

補
助
の
対
象
と
な
る
工
事

・
住
宅
の
修
繕
、
改
修
及
び
増
築

・
壁
紙
、
床
板
の
張
替
え
、
屋
根
、
外
壁

の
塗
り
替
え
な
ど
。

・
そ
の
他
、
住
宅
本
体
に
関
す
る
設
備
工

事（
一
部
制
限
あ
り
）。

主
な
補
助
の
条
件　

①
補
助
対
象
と
な
る

工
事
費
の
総
額
が
50
万
円
以
上
で
あ
る

こ
と
。
②
市
内
の
事
業
者
が
工
事
を
行

う
こ
と（
原
則
、
下
請
業
者
に
つ
い
て

も
同
じ
）。
③
市
の
承
認
を
受
け
て
工

事
を
着
工
す
る
こ
と
。
④
市
税
な
ど
の

滞
納
が
無
い
こ
と
。
⑤
す
で
に
本
制
度

を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

※
市
内
事
業
者
は
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
こ
と　

①
建
設
業
者
等
有
資

格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
事
業
者
で
地

域
区
分
が
市
内
ま
た
は
準
市
内
で
あ
る

こ
と
。
②
小※

２

規
模
工
事
等
契
約
希
望
者

登
録
制
度
に
登
録
し
て
い
る
こ
と
。

補
助
の
額　

対
象
と
な
る
工
事
費
の
15
％

　
　
　
　
　
（
最
高
15
万
円
）

申
請
の
受
付

・
第
１
回
受
付　

４
月
７
日
か
ら
４
月
30　

  

「飛鳥Ⅱ」

「
宝
く
じ
は
豊
か
さ
を
築
く
チ
カ
ラ
持
ち
。」

「
宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し
た
助
成
事
業
で
整
備
。

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
宝

く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し
て
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施
設
、
ま
た
は

設
備
の
整
備
に
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

19
年
度
に
は
次
の
と
お
り
整
備
し
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

無
線
放
送
設
備
の
整
備　

緊
急
時
の
情
報

伝
達
や
、
各
行
事
の
周
知
な
ど
で
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
目
的
。
落
鹿
自
治
公
民
館
、
鵜
毛
自
治

公
民
館
、
日
向
台
・
不
動
寺
自
治
公
民
館

に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

街
区
公
園
設
備
の
整
備　

街
区
公
園
の
安

全
・
快
適
な
使
用
と
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
幅
広
い
年
代
層
の
市
民
が
各
種
ス
ポ

ー
ツ
で
交
流
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
。
高
砂
自
治
公

民
館
へ
、
防
球
ネ
ッ
ト
整
備
、
グ
ラ
ン
ド

の
整
備
、
ス
テ
ン
レ
ス
柱
看
板
設
置
を
し

ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

（
☎
53—

６
８
６
７
）

民
間
防
火
組
織
等
の
防
火
・
防
災
普
及
啓

発
推
進
助
成
事
業

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成

金
を
日
本
防
火
防
協
会
と
日
本
消
防
協
会

活
用
し
た
助
成
事
業
で
す
。
民
間
防
火
組

織
な
ど
の
防
火
・
防
災
普
及
啓
発
や
育
成

活
動
の
強
化
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
防
火
協
会

・
幼
年
消
防
用
活
動
資
器
材
の
整
備　

火

災
予
防
普
及
お
よ
び
幼
児
期
の
防
火
意
識

向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
。
山
陰
保
育
園

に
啓
発
用「
和
太
鼓
」を
整
備
し
ま
し
た
。

・
防
火
広
報
用
資
機
材
の
整
備　

日
向
・

門
川
域
の
民
間
防
火
組
織
な
ど
の
育
成
、

拡
大
強
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
。
日
向
地

区
幼
小
年
婦
人
防
火
委
員
会
に
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

日
本
消
防
協
会

・
女
性
消
防
隊
に
よ
る
安
全
で
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
推
進
助
成
事
業　

女
性
消

防
隊
の
初
期
消
火
お
よ
び
予
防
活
動
を
強

化
を
図
る
こ
と
が
目
的
。
日
向
市
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
に
、
軽
可
搬
式
ポ
ン
プ
な
ど
を

整
備
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

日
向
市
消
防
本
部
予
防

課（
☎
53—

５
９
４
７
）

日（
工
事
期
間
５
月
末
か
ら
８
月
31
日
）

・
第
２
回
受
付　

７
月
予
定

・
第
３
回
受
付　

10
月
予
定

補
助
の
決
定

　

申
請
額
が
割
り
当
て
た
予
算
額
を
超
え

た
場
合
は
、
公
開
抽
選
と
し
ま
す
。

注
意
事
項

　

補
助
決
定
の
前
に
工
事
を
し
た
場
合

は
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

商
工
港
湾
課（
☎
内
線

２
６
３
６
）、
ま
た
は
東
郷
町
自
治
セ
ン

タ
ー
産
業
振
興
課（
☎
69—

３
９
０
２
）

※
２ 

小
規
模
事
業
者
登
録
制
度
に
つ
い
て

こ
の
事
業
で
い
う
市
内
事
業
者
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
小
規
模
事
業
者
登
録
制
度
へ
の
登
録
が

必
要
で
す
。
19
年
度
に
登
録
さ
れ
て
い
た
事
業
者
も
再
度
登
録
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
契
約
管
理
課
（
☎
内
線
２
２
６
３
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

※
１ 

こ
の
制
度
で
い
う
住
宅
の
定
義

　
　

貸
家
、
事
務
所
、
店
舗
な
ど
を
除
き
、

　
　

建
築
後
１
年
を
経
過
し
て
い
る
住
宅
に
限
る
。

黒木知
ともひろ

宏さん　34歳
財光寺出身
元プロ野球選手

（元千葉ロッテマリーンズ）
1994年ドラフト2位でロッテ
に入団。2年目に先発ローテ
ーション入りし、1997年から
5年連続で2ケタ勝利を挙げる
などエースとして活躍。1998
年、オールスターに初出場。
最多勝利・最高勝率のタイト
ルを獲得、2000年には日本
代表としてシドニーオリンピ
ックに出場した。2007年12
月現役引退を発表、入団以来
ロッテ一筋「ジョニー」の愛称
でファンに愛され、プロ通算
199試合に登板。76勝68敗1
セーブ、防御率3.43という輝
かしい成績を残した。

青木宣
のりちか

親さん　26歳
日知屋出身
プロ野球選手

（東京ヤクルトスワローズ）
2003年ドラフト4巡目でヤク
ルトに入団。2005年の入団
2年目には200本安打を達成、
新人王・首位打者・最多安打・
ベストナインの4タイトルを
獲 得。2007年、 首 位 打 者・
最高出塁率・ゴールデングラ
ブ賞・ベストナインを獲得
し、3年連続して4タイトルを
獲得、同年12月に開催された
北京オリンピックアジア予選
では日本代表として活躍。日
本代表チームは予選を勝ち抜
き、2008年8月に開催される
北京オリンピックへの切符を
手にしている。

転
入
、
転
出
が
多
い
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬

休
日（
土
曜
・
日
曜
）に
市
役
所
の
窓
口
を
開
き
ま
す
。

春
は
、
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

市
は
、
転
入
・
転
出
が
ピ
ー
ク
に
達
す

る
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
、
市
役
所
の

窓
口
を
次
の
と
お
り
休
日（
土
曜
・
日
曜
）

に
開
き
ま
す
。

休
日
開
庁
日

３
月
30
日
㈰
、
４
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰

取
扱
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
の
間

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
の
間
は
、
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

取
扱
場
所
お
よ
び
業
務
内
容

市
民
課（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

・
住
民
異
動
届（
転
入
、
転
出
、
転
居
な
ど
）

・
各
種
証
明
書
発
行（
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
、戸
籍
関
係
証
明
な
ど
）

・
印
鑑
登
録

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資
格
異
動
届

　
（
資
格
の
取
得
、
喪
失
な
ど
）

※
戸
籍
の
届
出（
出
生
、
婚
姻
届
な
ど
）は

本
庁
、
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、

細
島
・
岩
脇
・
美
々
津
支
所
の
宿
直
室

で
受
け
付
け
ま
す
。

健
康
づ
く
り
課（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

・
保
険
税
納
付
、
納
税
相
談

・
口
座
振
替
手
続
き

福
祉
課（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

・
保
育
料
納
付

・
児
童
手
当
、乳
幼
児
医
療
の
転
入
、転
出
、

転
居
に
関
す
る
業
務

・
乳
幼
児
医
療
、
母
子
家
庭
医
療
及
び
寡

婦
医
療
の
請
求
書
受
付

水
道
課（
市
役
所
裏
、
水
道
庁
舎
２
階
）

・
開
、
閉
栓
届

・
水
道
料
金
納
付

注
意
事
項

届
け
出
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
来
庁
時

に
手
続
き
が
終
わ
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。詳

細
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
次
の
業
務

担
当
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課（
☎
内
線
２
１
３
６
）

健
康
づ
く
り
課（
☎
内
線
２
１
２
０
）

福
祉
課（
☎
内
線
２
１
６
３
）

水
道
課（
☎
内
線
２
６
４
２
）
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狂
犬
病
の
予
防
注
射
に
巡
回
し
ま
す
。

安
心
し
て
家
族
と
愛
犬
が
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
ま
し
�
う
。

平
成
20
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

４
月
か
ら
一
部
の
世
帯
は
、
保
険
税
が
特

別
徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
）さ
れ
ま
す

現
在
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯
の

世
帯
主
に
課
税
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
税

は
、
納
付
書
で
納
付
す
る
か
、
口
座
振
替

に
よ
る
普
通
徴
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
は
、
次
の
世
帯
の

保
険
税
納
付
方
法
は
、
特
別
徴
収（
年
金

か
ら
の
天
引
き
）に
変
更
さ
れ
ま
す
。

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）の

対
象
と
な
る
世
帯

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
て
、
世
帯
の
国
保
加
入
者
全
員
が
6�

歳
以
上
7�
歳
未
満
の
世
帯
。

②
国
保
世
帯
主
が
、
年
額
18
万
円
以
上
の

年
金
を
受
給
し
て
い
る
世
帯
。

③
国
保
世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の
特
別
徴

収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）対
象
者
で
、

国
保
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
と
国
民
健

康
保
険
税
の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の

�
を
超
え
な
い
世
帯
。

※
こ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
世
帯
の
国

民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
主
か
ら
特
別
徴

収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
世
帯
は
、
納
付
方
法
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
税
の
算
定
方
法
も
変
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
こ
れ
ま
で
�0
歳

か
ら
6�
歳
の
人
は
、
医
療
分
と
介
護
分
を

あ
わ
せ
て
課
税
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
は
、
新
た
に「
後
期

高
齢
者
支
援
金
」を
合
算
し
て
算
定
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開

始
に
よ
る
も
の
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
、
現
役
世
代（
０

歳
か
ら
7�
歳
）か
ら
の
支
援
と
し
て
各
保

険
者
が
負
担
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
下
段
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
保
険
な
ど
の
健
保
組
合
加
入
者

も
同
様
に
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

課
税
限
度
額

　

平
成
20
年
度
分
か
ら
、
課
税
限
度
額
も

次
の
と
お
り
見
直
さ
れ
る
予
定
で
す
。

・
医
療
分　

�7
万
円　
（
現
行
�6
万
円
）

・
介
護
分　

９
万
円　
（
現
行
９
万
円
）

・
後
期
高
齢
者
支
援
金　

12
万
円（
新
設
）

※
国
が
示
す
課
税
限
度
額（
平
成
20
年
２

月
1
日
現
在
）

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課
保
険
税

係（
☎
内
線
２
１
２
２
）

平成20年度「畜犬登録・狂犬病予防注射」日程表
月 日 場  所 時 間

４
月
３
日
㈭

宮の下区公民館 9:30 ～ 9:40

高松区公民館 9:50 ～ 10:00

落鹿区公民館 10:10 ～ 10:20

別府営農研修センター 10:30 ～ 10:40

美々津支所 13:30 ～ 13:40

駅通り区公民館 13:50 ～ 14:00

美々津老人福祉センタ－ 14:10 ～ 14:20

遠見区公民館 14:30 ～ 14:40

４
日
㈮

田の原区公民館 9:30 ～ 9:40

余瀬営農研修センタ－ 9:55 ～ 10:05

飯谷区公民館 10:15 ～ 10:25

市営美砂住宅集会所 13:30 ～ 13:40

学校給食共同調理場 13:55 ～ 14:10

秋山区公民館 14:20 ～ 14:30

向洋台区公民館 14:40 ～ 14:50

７
日
㈪

幸脇区公民館 9:30 ～ 9:40

籾木集落センタ－ 9:55 ～ 10:05

鵜毛区公民館 10:15 ～ 10:25

金ケ浜区公民館 13:30 ～ 13:45

笹野西区公民館 14:00 ～ 14:10

本村区公民館 14:20 ～ 14:30

曙区公民館 14:40 ～ 14:50

８
日
㈫

切島山１区公民館 9:30 ～ 9:40

松原区公民館 9:50 ～ 10:20

切島山２区公民館 13:30 ～ 14:00

切島山２区菜切集会所 14:10 ～ 14:30

９
日
㈬

川路団地集会所 9:30 ～ 9:40

比良区公民館 9:55 ～ 10:30

山下区公民館 13:30 ～ 13:45

往還区公民館 14:00 ～ 14:30

10
日
㈭

永田集落センタ－ 9:30 ～ 9:40

奥野集落センタ－ 9:50 ～ 10:00

中村農村婦人の家 10:10 ～ 10:40

高見橋通り区公民館 13:30 ～ 13:45

西草場区公民館 14:00 ～ 14:15

市立図書館前 14:25 ～ 14:40

11
日
㈮

新財市集会所 9:30 ～ 9:45

西川内区公民館 10:00 ～ 10:10

本谷営農研修センター 10:20 ～ 10:30

北町二区自治公民館 13:30 ～ 13:40

迎洋園区公民館 13:55 ～ 14:10

日向台不動寺公民館 14:25 ～ 14:45

月 日 場  所 時 間

14
日
㈪

幡浦区公民館 9:30 ～ 9:40

細島保育所北側 9:50 ～ 10:20

細島支所 13:30 ～ 13:40

曽根区公民館 13:55 ～ 14:25

15
日
㈫

曽根３丁目公園 9:30 ～ 9:40

江良区公民館 10:00 ～ 10:20

日知屋公民館 13:30 ～ 13:45

長江区公民館 13:55 ～ 14:10

16
日
㈬

堀一方区公民館 9:30 ～ 10:30

亀崎東区公民館 13:30 ～ 13:50

花ケ丘区公民館 14:00 ～ 14:10

17
日
㈭

梶木区公民館 9:30 ～ 9:45

庄手区公民館 9:55 ～ 10:15

鶴町児童公園 13:30 ～ 13:40

下原町区公民館 13:55 ～ 14:15

永江区公民館 14:30 ～ 14:50

18
日
㈮

亀崎中区公民館 9:30 ～ 9:45

大王谷区公民館 10:00 ～ 10:40

高砂児童公園 13:30 ～ 13:40

日向保健所 13:55 ～ 14:25

20
日
㈰

美々津支所 9:30 ～ 9:50

南日向コミュニティーセンター 10:05 ～ 10:25

日知屋公民館 10:50 ～ 11:30

細島支所 13:30 ～ 14:00

日向保健所 14:15 ～ 15:00

21
日
㈪

福瀬区公民館 9:30 ～ 9:50

広瀬地区生活改善センター 10:00 ～ 10:10

日田尾集会所 10:25 ～ 10:35

庭田公民館 10:55 ～ 11:10

寺迫区公民館（寺迫小横） 11:20 ～ 11:30

寺迫集会所 13:00 ～ 13:10

中尾集会所 13:20 ～ 13:30

吉牟田コミュニティーセンター 13:45 ～ 13:55

22
日
㈫

市営中野原団地集会所 10:00 ～ 10:20

小野田第二班多目的研修施設 10:30 ～ 10:40

小野田区公民館 10:50 ～ 11:10

鶴野内区公民館 11:20 ～ 11:30

大工野集落センター 13:00 ～ 13:10

沢瀉バス停 13:20 ～ 13:30

八重原区公民館 13:40 ～ 13:50

23
日
㈬

迫野内区公民館 10:00 ～ 10:10

東上地区コミュニティーセンター 10:20 ～ 10:30

鹿瀬集会所 10:40 ～ 10:50

田野区公民館 11:10 ～ 11:20

稲葉野集会所 11:30 ～ 11:40

羽坂畜産センター跡地 13:00 ～ 13:10

羽坂区公民館 13:20 ～ 13:30

仲深区公民館 13:40 ～ 13:50

深谷消防器庫 14:00 ～ 14:10

24
日
㈭

坪谷区公民館 10:00 ～ 10:10

市谷川崎馬頭観音前 10:20 ～ 10:30

瀬平（矢野徳男さん宅前） 10:40 ～ 10:50

仲崎農業用水タンク前 11:00 ～ 11:10

赤井笠営農研修センター 11:20 ～ 11:30

児洗集会所 13:00 ～ 13:10

越表屋根付運動広場 13:20 ～ 13:35

下渡川屋根付運動広場 13:45 ～ 13:55

27
日
㈰

寺迫区公民館 ( 寺迫小横） 9:30 ～ 9:40

福瀬区公民館 10:05 ～ 10:15

東郷町地域自治センター 10:25 ～ 10:45

旧牧水記念館駐車場 11:00 ～ 11:20

狂
犬
病
は
恐
ろ
し
い
病
気

　

２
０
０
６
年
11
月
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
帰
国
し
た
男
性
が「
狂
犬
病
」を
発

症
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
で
の
発
症
は
36

年
ぶ
り
で
、
そ
の
後
、
現
地
で
狂
犬
病
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
た
と
報
道
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
の
近
隣
国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

韓
国
、
中
国
な
ど
を
は
じ
め
、
世
界
の
ほ

と
ん
ど
の
国
や
地
域
で
は
、
現
在
も
狂
犬

病
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
狂
犬
病
」は
人
が
発
症
す
る
と
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
割
合
で
死
に
至
る
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
。
今
も
な
お
、
世
界
中
で
年
間

５
万
人
以
上
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
海
外
へ
渡
航
す
る
人
や
ペ
ッ
ト

と
し
て
輸
入
さ
れ
る
動
物
の
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
内
で
は
犬
の
登

録
数
、
狂
犬
病
予
防
注
射
接
種
率
は
年
々

低
下
し
て
い
る
状
況
で
す
。
ひ
と
た
び
狂

犬
病
ウ
イ
ル
ス
が
国
内
に
入
る
と
、
流
行

す
る
危
険
性
が
非
常
に
高
い
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

４
月
は
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射
に

各
地
を
巡
回
し
ま
す

　

狂
犬
病
予
防
法
で
、
犬
の
飼
い
主
に
は

年
1
回
の「
狂
犬
病
予
防
注
射
」と
、
犬
の

生
涯
1
回
の「
登
録
」が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
は
、
４
月
３
日
か
ら
27
日
の

間
、
市
内
各
地
を
巡
回
し
て「
狂
犬
病
集

合
注
射
」を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
左
の

一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
料
金

　

３
、０
０
０
円　
（
毎
年
1
回
）

畜
犬
登
録
料
金

　

３
、０
０
０
円　
（
生
涯
1
回
の
み
）

ご
注
意
く
だ
さ
い
�

①
犬
を
登
録
済
で
市
か
ら
受
付
票
が
送
付

さ
れ
た
人
は
、
受
付
票
を
会
場
に
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
自
宅
で
の
予
防
注
射
は
行
い
ま
せ
ん
。

必
ず
注
射
会
場
ま
で
、
犬
を
連
れ
て
来

て
く
だ
さ
い
。

③
当
日
は
、
飼
い
主
が
犬
の
健
康
状
態
を

確
認
し
、
獣
医
師
と
相
談
し
て
予
防
注

射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

④
期
間
中
、
居
住
す
る
地
域
の
会
場
以
外

で
も
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
動
物
病
院
で
も
予

防
注
射
を
実
施
し
て
い
ま
す（
注
射
料

金
は
同
額
）。

⑤
飼
い
犬
の
死
亡
・
飼
主
の
変
更
、
新
し

く
犬
を
飼
い
始
め
た
場
合
に
は
、
市
へ

の
届
出
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民
相
談
係　

　

②
番
窓
口（
☎
内
線
２
１
４
０
）

「狂犬病予防注射は、愛犬家として最低限のマナー
でしょ」と話す、黒木誠さん（財光寺）。愛犬、大吉
くん（パグ種１歳半）との、朝夕の散歩が日課です。

介護分
（40歳から64歳）

介護分

医療分
（加入者全員）

従来の算定方法 20年度からの算定方法

後
期
高
齢
者
支
援
金
を
合
算
し
算
定

20年度からの算定方法

介護分
（40歳から64歳）

医療分
（0歳から74歳）

介護分

後期高齢者支援金
（0歳から74歳）

市政の動き
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ら
で
も

●問い合わせ 市民課年金係（☎内線2132）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

●問い合わせ 市民課市民窓口係（☎内線2133）

Q. 年金制度について教えてください。

登録には、印鑑と運転免許証等の官公署が
発行した顔写真付きの身分証明書が必要で
す。身分証明書がない場合は、保証人（市
内に住民登録のある人で、印鑑登録証・登
録印が必要）と一緒に窓口まで来ていただ
くか、郵便で本人確認をさせていただくこ
とになります。
印鑑と身分証明書（または保証人）が揃って
いる場合は当日中に登録できますが、印鑑・
身分証明書によっては受け付けできないも
のがあります。
また、登録する本人が窓口に来られない場
合は、別の手続きになりますので、事前に
市民課まで問い合わせください。

日向市へ転入してきたのですが、印
鑑登録をする際には何を用意して行
けばいいのですか？

A.

Q.

A.

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。 
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課秘書広報係（☎内線２２３５）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

年金は、世代と世代がささえあう世代間扶
養の仕組みで老後の確かな支えとなるもの
です。公的年金は、国民年金を基礎年金と
した１階部分と（日本に住む20歳から60歳
まで全ての人が加入）、厚生年金・共済年
金などの２階部分の２階建てになっていま
す。２階部分の被保険者は国民年金保険料
を支払う必要はありません。また、その被
保険者から扶養されている配偶者（妻また
は夫）を、国民年金第３号被保険者といい、
保険料を個人で納める必要はありません
し、給料から差し引きされることもありま
せん。夫（妻）の加入している年金制度が負
担します。
また、より多くの年金を希望される人は、
国民年金基金や厚生年金基金等の私的年金
制度もあります。

ありがとう、さようなら
瀬尾まいこ／著
メディアファクトリー

辞め て や る っ て
思 う こ と も

時々あるけれど、せ
んせいの毎日は、そ
れ以上の感動がい
っぱい！ 中学校で
国語教師を続けな
がら、作家として活
動中の瀬尾まいこ
が書き綴った日々
の出来事。「ダ・ヴ
ィンチ」連載に書き
下ろしを追加。

お母さんの
あいさつ・手紙・マナー
新星出版社編集部／編　　新星出版社

「子ど も に 関 す
る な ん で も

Ｑ＆Ａ」「おつきあ
いのマナーを知っ
ておきたい」「あい
さ つ・ ス ピ ー チ 実
例集」「諸届け・手
紙・文書の実例集」
の４本立てで贈る、
幼稚園 ( 保育園 ) や
小学校の子どもを
持つお母さんのた
めの１冊。

旅立ちのうた。
平出智絵・加藤寛美／編集・デザイン
ミュージッククリエイター

「さくら（独唱）：
森山直太朗」

「いい日旅立ち：山
口百恵」「贈る言葉：
海援隊」など、卒業、
新社会人、結婚など
の人生の門出に贈
りたい想いが込め
られた全16曲の歌
詞を、心温まる写真
で彩るハーモニー。

55歳からの生きがいづくり
翔年社／編
アーティストハウスパブリッシャーズ

リタ イ ア 後 の 自
由時間は7万時

間！ 生 き が い を 見
つ け る318の ヒ ン
ト。サラリー、時間、
適性にいっさい関
係なく、そろそろ本
当にやりたいこと
を見つけてみませ
んか？ 輝かしい時
間を求めるシニア
たちの道案内。

■新しく入った本
◎親の品格
（坂東眞理子／ＰＨＰ研究所）

◎母
かあ

べえ
（野上照代／中央公論新社）

◎ネーネ。
（海老名香葉子／くもん出版）　   ほか

乳幼児 /午前 10時 30分～11時
６日　１３日　２７日

幼　児 /午後３時 30分～４時
５日　１２日　１９日　２６日

小学生 /午前 11時～11時 30分
８日　１５日　２２日　２９日

●
図
書
館
へ
お
い
で
よ　
　
　
　

●

■３月のおはなし会■

学
校
保
健

■ ３ 月 の 休 館 日 ■
１日　３日　１０日　１７日

　２４日　３１日

■３月・４月の上映会
～上映プログラム～

●３月９日㈰
１０:３０～　　　　　　　　
舌切り雀　龍の淵　ブレーメンの
音楽隊　みにくいあひるの子
１４:３０～　　　　　　　　
ムーミン谷の彗星

●４月１３日㈰
１０:３０～　　　　　　　　
小太郎と母龍　オオカミと娘
けんかしたウシ さるの王さま

※４月から上映会は午前のみ。

☎
54ｰ

１
９
１
９

■勤労青少年ホーム教養講座
　20年度前期教養講座の受講生募集
　働く青少年が余暇活動の中で教養や知識を身につ

け、お互いの親睦を深めながら、豊かな人間性を育て
ることを目的に、ホームの教養講座を開いています。
　平成20年度前期講座（平成20年４月から９月）の受
講生を次のとおり募集します。

講座内容　※開講期間は全コースとも６か月間です。

講座名 曜日 定員 時間／経費

生け花教室
（池坊）

月曜日 3� 人
午後６時30分から９時
材料代（１回600円程度）

英会話教室
( 初級・中級 )

月曜日 20 人 午後７時から９時

料理教室 火曜日 3� 人
午後６時30分から９時
材料代（１回�00円程度）

茶道教室 火曜日 20 人
午後６時30分から９時
菓子代 (1か月�00円程度 )

着付教室 水曜日 20 人
午後６時30分から９時
着物類は個人で準備

生け花教室
（草月）

水曜日 3� 人
午後６時30分から９時
材料代（１回600円程度）

バドミントン
教室 水曜日 �0 人

午後７時から９時30分
羽根代 ( ラケットは個人 )

陶芸教室 第 2 ･ �
木曜日

30 人
午後７時から９時
材料代（１回700円程度）

テニス教室 木曜日 30 人
午後７時から９時30分
ボール代 ( ラケットは個人 )

開講式　４月４日㈮　午後7時から青少年ホームで。
受講料　無料（ただし、材料代などは自己負担）
応募資格　市内に居住、または勤務する勤労青少年で、
年齢が3�歳未満の人（職業訓練生、求職中の人、家内
労働者を含む）。
募集期間　３月3日㈪から３月21日㈮まで。
応募方法　ホーム利用証交付申請書に傷害保険料（バ
ドミントン・テニスは1,�00円、その他は�00円）を添
えて申し込みください（定員になり次第、締め切り）。
申請書は、ホーム１階事務室にあります。

申込・問い合わせ
日向市勤労青少年ホーム
・昼間 ☎�2 － 2111
　　　（内線2811）
・夜間 ☎�2 － 211�

幸
福
神
社

駐車場

駐車場

日
向
市

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

市
役
所

本
庁
舎

体育
センター

◎

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
17
年
度
に「
児
童
生
徒
の
食
生
活
等
実
態

調
査
」を
実
施
。
子
ど
も
た
ち
の
日
ご
ろ
食

事
を
す
る
環
境
を
、
調
査
結
果
か
ら
見
る
と

「
ひ
と
り
で
食
事
を
す
る
」と
答
え
た
子
ど

も
は
、
朝
食
時
で
小
学
生
1�

.

８
％
、
中
学

生
33

.

８
％
、
夕
食
時
で
小
学
生
２.

２
％
、

中
学
生
６.

９
％
で
し
た
。

　

食
事
を
す
る
環
境
と
、
子
ど
も
た
ち
の
生

活
習
慣
と
の
関
わ
り
で
は
、
夕
食
を「
家
族

そ
ろ
っ
て
食
事
を
す
る
」子
ど
も
は
、「
ひ
と

り
で
食
事
を
す
る
」子
ど
も
に
比
べ
て
、
望

ま
し
い
生
活
習
慣
を
実
践
し
て
い
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

食
生
活
の
大
切
な
マ
ナ
ー　
（
内
閣
府「
食
育

に
関
す
る
意
識
調
査
」か
ら
）

食
事
の
あ
い
さ
つ
、
箸
の
持
ち
方
な
ど

　
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」の

あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
人
の
割
合
は
、
20
歳

以
上
で
83

.

１
％
。
そ
の
う
ち「
必
ず
し
て

い
る
」と
回
答
し
た
人
は
�9

.

３
％
で
す
。

　

箸
の
持
ち
方
で
も
、
正
し
い
持
ち
方
を
し

て
い
る
の
は
小
・
中
学
生
全
体
で
�6

.

６
％
、

小
学
生
の
保
護
者
で
7�

.

９
％
、
中
学
生
の

保
護
者
で
も
7�
％
と
の
結
果
で
し
た
。。

食
べ
残
し
を
減
ら
し
ま
し
�
う

　

食
べ
残
し
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
い
る
人

の
割
合
は
92

.

８
％
、
そ
の
う
ち「
必
ず
し

て
い
る
」と
回
答
し
た
人
は
67

.

８
％
で
す
。

　

農
林
水
産
省
に
よ
る「
平
成
17
年
度
食
品

ロ
ス
統
計
調
査
」の
結
果
で
も
、
下
表
の
よ

う
な
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

あ
な
た
と
家
族
の
食
生
活
を
見
直
す
た
め

次
の
項
目
を
チ
�
�
ク
し
て
み
ま
し
�
う
�

□
家
族
ま
た
は
友
達
と
一
緒
に
食
事
し
ま
し

た
か
？　

食
事
を
楽
し
み
ま
し
�
う
。

□
き
ち
ん
と
朝
食
を
食
べ
ま
し
た
か
？

　

一
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
で
生
活
リ
ズ
ム
が

で
き
て
い
き
ま
す
。

□
同
じ
献
立
ば
か
り
に
な
�
て
い
ま
せ
ん

か
？　

主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
献

立
を
考
え
ま
し
�
う
。

□
定
期
的
に
体
重
を
測
定
し
て
い
ま
す
か
？

適
正
体
重
を
知
り
、
日
々
の
活
動
に
あ
っ

た
食
事
の
量
を
心
が
け
ま
し
�
う
。

□
買
い
過
ぎ
、
作
り
過
ぎ
に
注
意
し
、
冷
蔵

庫
の
中
身
を
１
週
間
単
位
で
チ
�
�
ク
し

て
い
ま
す
か
？　

調
理
や
保
存
を
上
手
に

無
駄
を
少
な
く
し
ま
し
�
う
。

 

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
保
健
係

 

　
　
　
（
☎
内
線
２
４
２
５
）

■
あ
な
た
と
家
族
の
食
生
活
を

　

チ
�
�
ク
し
て
み
ま
し
�
う
！

CHECK

POINT

食
生
活
を
見
直
す

　

□
ポ
イ
ン
ト

料理の量が多かったから 7.23％

嫌いな物が含まれていたから 13.3％

家族の中で食事を食べなかっ
た人がいたから 12.8％

体調不良など何らかの理由に
より、普段より食事の量が少
ない人がいたから

11.�％

味が良くなかったから 10.�％

農林水産省
「平成17年度食品ロス統計調査」結果より

食卓で食べ残しが出た理由
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こ
の
コ
�
ナ
�
で
は
�
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職
場

の
ホ
�
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
�
紹
介
し
た
い
人
が
い
ま
し

た
ら
�
総
務
課
秘
書
広
報
係︵
☎
内
線
２
２
３
５
︶ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
�
自
薦
�
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
�

　

ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
�
広
報
担
当
が
写
真
を
撮
り

に
う
か
が
い
ま
す
�

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

福祉機器を回収しリサイクル
日向市社会福祉協議会で、身体の不自由な人の
移送サービス、福祉機器のリサイクルと貸し出
しを担当しています。不要になった介護用ベッ
トや車いすなどは、家に眠っていませんか？提
供いただける人がいたら、ぜひ連絡を。まだま
だ役に立ちますよ。貸し出しの相談もお気軽に。

興梠　政
ま さ き

貴 さん（24 歳：塩見）

いろんなことに挑戦してみたい
原町にある㈲丸一不動産で働いて２年経ちまし
た。今の仕事に生かそうと、宅地建物取引主任
者の資格取得を目指して勉強中です。自分の性
格は、わるく言えば飽きっぽく、よく言えば何
にでも興味を持つこと。最近では、梅酒づくり
に挑戦しました。とっても美味しかったですよ。

上
うえむら

村　いつみ さん（25 歳：原町）

いろいろな食文化を楽しむ
ニュージーランドのライフスタイルの変化（その３）

私
の
故
郷
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド（
NZ
）は
、
21
世
紀
に

な
り
、
少
し
ず
つ
食
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
便
利
に
変
化

し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
今
で
は
日
本
人

の
だ
れ
も
が
親
し
ん
で
い
る

コ
ン
ビ
ニ
の
誕
生
。
じ
つ
は
、

NZ
に
は
７
〜
8
年
前
ま
で
コ

ン
ビ
ニ
は
な
く
、
自
動
販
売

機
も
と
て
も
少
な
か
っ
た
の

で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
が
増
え
て

き
た
当
時
、
私
は
大
学
生
で

し
た
。
夜
遅
く
ま
で
大
学
で

勉
強
し
て
い
て
、
急
に
お
な

か
が
す
い
た
時
、
い
つ
で
も

お
や
つ
を
買
い
に
い
け
る
よ

う
に
な
り
、
と
て
も
便
利
に

な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
便
利
に
な
っ
た
の
は

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
営

業
時
間
で
す
。
夜
10
時
ま
で

の
営
業
に
延
長
さ
れ
、
さ
ら

に
は
2�
時
間
ス
ー
パ
ー
が
出

店
。
本
格
的
に
人
び
と
の
生

活
は
変
わ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
仕
事
が
終
わ
る
と

急
い
で
買
い
物
に
行
っ
て
い

た
人
た
ち
も
、
余
裕
を
持
っ

て
買
い
物
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
土
日
で
も
、
家
族

と
一
緒
に
買
い
物
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

食
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
の
、
も
う
一
つ
大
き
な

原
因
は
世
界
中
か
ら
の
移
民

な
ど
に
よ
る
急
激
な
人
口
増

加
。
特
に
私
が
住
ん
で
い
た

国
内
最
多
の
人
口
を
誇
る
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
、
過
去
10

年
間
で
、
�0
万
人
都
市
か
ら

１
０
０
万
人
を
超
え
る
大
都

市
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、

商
業
施
設
は
立
派
に
な
り
、

品
揃
え
も
充
実
。
い
ろ
い
ろ

な
国
の
食
品
コ
ー
ナ
ー
が
で

き
て
、
醤
油
、
わ
さ
び
、
タ

イ
カ
レ
ー
、
韓
国
キ
ム
チ
な

ど
、
簡
単
に
買
い
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
国
の
食
文
化

を
取
り
入
れ
、
そ
の
多
様
性

を
楽
し
む
の
が
今
の
NZ
の
人

た
ち
の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
皆

さ
ん
も
、
ぜ
ひ
遊
び
に
行
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

このまちの人たち ー ボイス

　

昭
和
22
年
の
開
校
か
ら
60
年
目
、

松
竹
洋
裁
学
校
の
黒
木
キ
ミ
エ
校
長

は
、
大
き
な
決
断
を
し
た
。

　
「
専
修
学
校
と
し
て
次
期
生
徒
の

募
集
は
し
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。
い
ま
ま
で
ど
お
り
、
洋

裁
の
楽
し
さ
を
、
多
く
の
人
に
伝
え

て
い
き
た
い
」

ー
。

当
校
は
、
県
で
専
修
学
校
各
種
学

校
と
し
て
認
定
さ
れ
た
第
1
号
校
。

多
い
と
き
で
60
人
の
生
徒
が
同
じ

教
室
で
学
ん
だ
。
開
校
か
ら
現
在
ま

で
、
２
千
３
百
人
以
上
が
洋
裁
の
技

術
を
学
び
、
全
国
の
縫
製
現
場
な
ど

へ
巣
立
っ
た
。
時
は
流
れ
、
縫
製
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
わ
っ
た
。

徐
々
に
生
徒
数
は
減
小
し
、
今
春
卒

業
す
る
の
は
２
人
。

「
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
地
域
の

人
た
ち
に
恩
返
し
を
し
た
い
」。
松

竹
洋
裁
学
校
は
、
４
月
か
ら
週
２
・
３

回
、
希
望
者
に
無
償
で
洋
裁
を
指
導

す
る
。「
タ
ン
ス
の
肥こ

や
し
に
な
っ

て
い
る
古
い
着
物
な
ど
、
仕
立
て
直

し
も
教
え
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て

欲
し
い
」
と
黒
木
校
長
は
話
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
現
役
で
、
洋
裁
の
魅

力
を
伝
え
続
け
る

ー
。

近
く
文
化
祭
と
、
要
望
の
多
か
っ

た
同
窓
会
式
典
を
開
く
。
卒
業
生
ら

で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催
。

黒
木
校
長
は
、
卒
業
生
た
ち
と
の

再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

開
校
か
ら
60
年 

松
竹
洋
裁
学
校（
財
光
寺
）

こ
れ
か
ら
は
地
域
に
恩
返
し

生
涯
現
役
を
目
指
し
ま
す

ー
。

2008年２月19日 火曜日☀ Am9:20
今日の行き先は、市立美々津小学校。
私が一番楽しみにしている英語活動の
時間です。それでは、安全運転に気を
つけて、行ってきます。(^o^)/̃̃̃

グレイス・ワン（文・写真）
ニュージーランドから来た
日向市国際交流員

黒木キミエ さん（83歳）
松竹洋裁学校長

●問い合わせ
　松竹洋裁学校
　日向市財光寺7302番地の1
　（☎54-2253）

第１部（文化祭）午前9時から
　会場　松竹洋裁学校
　バザー　 午前9時から午後2時
　コンサート 午後2時から４時
第２部（同窓会）午後６時から
　会場　喜重会館（原町）
　会費　3､�00円

卒業生全員に卒業時の住所宛、案内状
を発送しました。しかし、卒業後転居
された人など、ハガキが届かない恐れ
があります。案内状が届かない人は、
ご連絡ください。多くの人のご参加を
お待ちしています。　実行委員一同。

実行委員会からのお願い３月16日日
松竹洋裁学校
文化祭（同窓会式典）

連絡先
実行委員会事務局 

（☎0982-��-22�3）
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座
頭
と
は
、
琵び

わ琶
を
弾
き
な

が
ら
地ち
じ
ん神
と
い
う
名
の
神
々
へ

祈
祷
の
経
文
な
ど
を
唱
え
る
こ

と
を
生な
り
わ
い業
と
し
た
眼
の
不
自
由

な
仏
僧（
盲
僧
）の
こ
と
。

－

室
町
時
代
、
盲
僧（
琵
琶

法
師
）が
京
の
都
に
登
る
途
中
、

吉
野
宮
峠（
諸
塚
村
と
美
郷
町

北
郷
区
境
付
近
）で
盗
賊
に
命

を
奪
わ
れ
た
。
そ
の
日
か
ら
七

日
七
夜
、
盲
僧
の
琵
琶
の
音ね

が

静
か
に
村
里
に
鳴
り
響
い
た
。

哀
れ
に
想
っ
た
里
人
が
小
さ
な

祠ほ
こ
らを
建
て
盲
僧
の
霊
を
祀ま
つ

り
は

じ
め
る
。
や
が
て
近
く
の
村
人

た
ち
も
お
参
り
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
古
く
か
ら
吉
野
宮
神
社

に
伝
わ
る
座
頭
神
伝
説

－

。

　

眼
の
神
様
と
し
て
親
し
ま
れ

る
吉
野
宮
神
社
の「
座
頭
神
祭
」

は
５
０
０
年
以
上
前
か
ら
続
く

歴
史
あ
る
祭
り
で
毎
年
多
く
の

参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

と
き　

３
月
28
日
㈮

と
こ
ろ　

諸
塚
村
南
川
地
区

　
　
　
　

吉
野
宮
神
社

●
問
い
合
わ
せ　

諸
塚
村
観
光

協
会（
☎
6�

－

０
１
７
８
）

 

韓
国
プ
ロ
野
球
球
団「
起
亜
タ
イ
ガ

ー
ス
」約
70
人
が
、
１
月
31
日
か
ら
２

月
2�
日
の
間
、
お
倉
ケ
浜
総
合
公
園

野
球
場
に
春
季
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ
ま

し
た
。
２
日
に
あ
っ
た
歓
迎
式
で
は
、

市
民
で
つ
く
る
プ
ロ
野
球
日
向
キ
ャ

ン
プ
誘
致
活
動
の
会
な
ど
が
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
差
し
入
れ
。
ジ

ョ
・
ボ
ム
ヒ
ョ
ン
監
督
は「
熱
烈
な
歓

迎
と
心
遣
い
に
感
謝
。
日
向
の
地
で

練
習
を
積
み
、
今
年
こ
そ
優
勝
を
目

指
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

市
は
、
温
泉
い
き
い
き
健
康
サ
ロ
ン

「
新
春
初
風
呂
体
験
と
干
支
ち
ぎ
り

絵
」を
１
月
30
日
、
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉

お
舟
出
の
湯
で
開
き
ま
し
た
。
今
年

の
干
支
に
ち
な
ん
だ
、
ね
ず
み
の
ち

ぎ
り
絵
に
挑
戦
し
た
の
は
、
向
江
町

高
齢
者
ク
ラ
ブ
、
田
野
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
な
ど
��
人
。
絶
景
を
眺
め

な
が
ら
初
湯
も
満
喫
し
ま
し
た
。
成

合
敏
さ
ん（
向
江
町
）
は「
東
郷
域
の

人
と
も
交
流
で
き
て
本
当
に
い
い
一

日
で
し
た
」と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

延
岡
・
日
向
圏
域
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想

推
進
協
議
会
は
、
中
学
生
を
対
象
に

２
月
16
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
心

教
室
を
開
き
ま
し
た
。
大
変
便
利
な

反
面
、
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
が

多
発
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

世
界
。
危
険
な
サ
イ
ト
に
は
近
づ
か

な
い
、
利
用
し
な
い
な
ど
、
ネ
ッ
ト

上
で
の
常
識
を
学
び
ま
し
た
。
参
加

し
た
黒
木
志
織
さ
ん（
大
王
谷
中
３

年
）は「
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
怖
さ
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

細
島
小
学
校
荒
ぶ
る
タ
グ
ラ
ガ
ー
ズ

（
部
員
17
人
）
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
カ

ッ
プ
第
�
回
全
国
小
学
校
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
選
手
権
大
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
。
見
事
３

位
に
入
賞
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
主
将
の
関
本

紘ひ
ろ
き暉

さ
ん（
６
年
）
は「
目
標
は
全
国

３
位
以
上
。
み
ん
な
で
声
を
出
し
合

い
、
最
後
ま
で
全
力
で
走
り
切
る
」と

抱
負
を
力
強
く
話
し
ま
し
た
。
全
国

大
会
は
３
月
1�
日
か
ら
東
京
都
で
。

■細島小荒ぶる、全国へ

■韓国プロ球団キャンプ

■温泉でいきいき健康

■インターネットを安心に

あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

諸
塚
村

〜
伝
説
と
里
人
に

　

育
ま
れ
た
歴
史
物
語
〜

 

座
頭
神
祭

「
優
勝
し
ち
�
�
た
よ
�
」

「
GG
の
風
が
日
向
に
吹
い
た
。

ち
ゃ
ん
お
帰
り
な
さ
い
！

ち
ゃ
ん
お
帰
り
な
さ
い

ち
ゃ
ん
お
帰
り
な
さ
い

欽

❷

❸

❶

①2月2日、雨の中の優勝凱旋パレードでは
新聞紙で作った300㌔の紙吹雪が舞った。

「後片付けは自分たちで」がチームの流儀。

②2月3日、TBS「みのもんたの朝ズバッ！」で
日向特産「平兵衛酢（へべす）」をＰＲする、
生産者の黒木和之さん（亀崎）。大御神社で。

③2月�日、くす玉の製作のお礼に慶穣塾へ。
突然の訪問に、感激で泣き出すお年寄りも。

欽
ち
�
ん
こ
と
、
タ
レ
ン
ト

の
萩
本
欽
一
さ
ん
が
監
督

の
社
会
人
野
球
チ
ー
ム「
茨
城
ゴ

ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
」が
２
月
３

日
か
ら
10
日
の
間
、
大
王
谷
運

動
公
園
野
球
場
で
、
４
度
目
の

春
季
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

到
着
２
日
は
、「
欽
ち
�
ん
お

か
え
り
〜
」
と
の
大
歓
声
の
中
、

３
度
目
の
出
場
で
初
め
て
手
に

し
た
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手

権
大
会
優
勝
旗
を
先
頭
に
、
上
町

十
街
区
で
優
勝
凱
旋
パ
レ
ー
ド
。

　

雨
の
中
、
集
ま
っ
た
５
０
０
人

以
上
の
市
民
を
前
に
、
萩
本
監
督

は「
優
勝
し
ち
�
っ
た
よ
〜
。
ほ

ん
と
日
向
の
み
ん
な
の
お
か
げ

だ
よ
〜
」と
優
勝
を
報
告
。
介
護

老
人
保
健
施
設
・
慶
穣
塾
の
人

た
ち
が
製
作
し
た
く
す
玉
が
勢

い
よ
く
割
ら
れ
、
初
優
勝
と
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　

9
日
は
、
お
倉
ケ
浜
総
合
運

動
公
園
野
球
場
で
知
事
率
い
る

「
チ
ー
ム
そ
の
ま
ん
ま
」
と
交
流

戦
。
試
合
前
に
開
か
れ
た
少
年

野
球
教
室
に
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
も
ス
タ
ン
ド
に
招
か
れ
、
約

４
千
人
の
観
客
で
球
場
は
埋
ま

り
ま
し
た
。
試
合
は
、
期
待
ど

お
り
の
両
監
督
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
、
最
終
回
に
は「
ピ
ッ
チ

ャ
ー
交
代
。
知
事
」と
の
場
内
ア

ナ
ウ
ン
ス
。
萩
本
監
督
が「
代
打
。

オ
レ
」と
応
え
、
自
ら
バ
ッ
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
に
立
つ
と
、
大
き
な

声
援
が
球
場
に
響
き
ま
し
た
。

2月9日、県知事率いる「チームそのま
んま」との交流戦に約4千人の大観衆。
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委
員
会
で
決
定
）

貸
付
額　

高
校
生
＝
月
額
２
万
円
、

大
学
・
大
学
院
・
短
大
・
専
門
学
校
生
＝

月
額
３
万
円

貸
付
期
間　

奨
学
生
が
在
籍
す
る
学

校
の
正
規
の
修
業
期
間
。

資
格　

①
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
引

き
続
き
１
年
以
上
本
市
に
住
所
を
有

し
て
い
る
こ
と 

②
学
業
、
品
行
と
も

に
優
秀
か
つ
健
康
で
あ
る
こ
と 

③
学

費
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と

償
還
方
法　

月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦

の
い
ず
れ
か
に
よ
る
。

償
還
期
間　

貸
付
の
終
了
し
た
月
の

翌
月
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
を
経
過

し
た
後
、
貸
付
期
間
の
２
倍
に
相
当

す
る
期
間
内
。

提
出
書
類　

①
奨
学
生
願
書（
教
育
委

員
会
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
） 

②
奨

学
生
推
薦
調
書 

③
最
終
学
年
学
業
成

績
証
明
書 

④
保
護
者
の
平
成
19
年
度

分
の
所
得
証
明
書
・
平
成
20
年
度
分

の
資
産
証
明
書 

⑤
連
帯
保
証
人（
２

人
）の
平
成
19
年
度
分
納
税
証
明
書

受
付
期
間　

３
月
３
日
㈪
か
ら
４
月

30
日
㈬

※
こ
の
ほ
か
、
労
働
金
庫
日
向
支
店

に
委
託
し
て
い
る
教
育
資
金
融
資
制

度
が
あ
り
、
融
資
額
は
１
人
に
つ

き
２
０
０
万
円
以
内
で
す
。
詳
し
く

は
、
労
働
金
庫
日
向
支
店（
☎
52

－

６
１
３
１
）へ
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務

課（
☎
内
線
２
４
１
３
）

15

　

日
ご
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、
福
祉
に
興

味
の
あ
る
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

対
象　

平
成
５
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

期
間　

４
月
か
ら
３
月

開
講
式　

夜
の
部
＝
４
月
10
日
㈭
、

午
後
７
時
か
ら
９
時（
以
後
毎
週
木
曜

日
）、
昼
の
部
＝
４
月
14
日
㈪
、
午
前

10
時
か
ら
12
時（
以
後
、毎
週
月
曜
日
。

た
だ
し
、
祝
日
の
と
き
は
翌
日
の
火

曜
日
）

会
場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
富
高

２
０
７
番
地
３
）

内
容　

手
話
の
学
習
、
耳
の
不
自
由

な
人
と
の
交
流
な
ど
。

受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
な
ど
や
県
聴
障
協
新
聞

購
読
代
金
と
し
て
、
年
間
３
、５
０
０

円（
予
定
）が
必
要
で
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
障

が
い
福
祉
係（
☎
内
線
２
１
７
１
）

　

市
は
次
の
と
お
り
平
成
20
年
度
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種　

①
一
般
事
務　

②
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭（
有
資
格
者
）　

③
看
護

師（
有
資
格
者
）

年
齢　

問
わ
な
い
。

賃
金　

一
般
事
務
＝
日
額
６
、０
０
０

円　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
＝
日
額

６
、６
０
０
円
、
東
郷
病
院
看
護
師
＝

日
額
８
、５
０
０
円（
※
金
額
は
平
成

19
年
度
の
日
額
）

雇
用
の
方
法　

応
募
者
の
中
か
ら
必

要
に
応
じ
随
時
、
選
考
に
よ
り
雇
用
。

た
だ
し
、
平
成
20
年
度
中
に
雇
用
さ

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

随
時

提
出
書
類　

市
販
の
履
歴
書（
写
真
貼

付
。
た
だ
し
、保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・

看
護
師
に
つ
い
て
は
、
資
格
・
免
許

証
な
ど
の
写
し
も
添
付
す
る
こ
と
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

職
員
課
人

事
研
修
係（
☎
内
線
２
２
７
３
）

　

市
は
、
ご
み
減
量
化
、
資
源
化
、

一
般
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進

な
ど
に
つ
い
て
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、

調
査
・
審
議
す
る
た
め
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
幅
広
く
審
議
会
に
反
映
さ
せ
る

よ
う
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

審
議
会
は
、
15
人
以
内
で
組
織
し

委
員
は
公
募
に
よ
る
委
員
の
ほ
か
、

識
見
を
有
す
る
人
、
市
民
活
動
団
体
・

商
工
業
団
体
・
農
林
漁
協
団
体
・
公

共
的
団
体
・
関
係
行
政
機
関
か
ら
推

薦
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
、
市
長
が
委

嘱
し
ま
す
。

公
募
す
る
委
員
数　

３
人

任
期　

２
年（
20
年
４
月
か
ら
22
年
３

月
末
日
を
予
定
）

応
募
資
格　

①
市
内
に
住
所
を
有
す

る
人 

②
市
の
一
般
廃
棄
物
行
政
に
関

心
の
あ
る
人 

③
年
齢
が
満
20
歳
以
上

（
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
）の
人 

④

他
の
審
議
会
な
ど
の
公
募
委
員
で
な

い
人 

⑤
市
の
一
般
廃
棄
物
の
収
集
・

運
搬
、
処
分
な
ど
に
従
事
し
て
い
る

人
と
、
そ
の
家
族
は
除
く
。

募
集
期
間　

3
月
７
日
か
ら
21
日

応
募
方
法　

環
境
整
備
課
、
市
民
課
、

東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
に
応
募

用
紙
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
な

ど
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
任
方
法　

応
募
者
数
が
３
人
を
超

え
た
場
合
は
、
男
女
比
率
、
年
齢
構

成
な
ど
の
選
任
基
準
に
よ
り
選
考
。

会
議
回
数　

年
4
回
程
度（
1
回
、
2

か
ら
3
時
間
）

謝
金　

市
の
基
準
に
よ
る
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
整
備

課
管
理
係（
☎
53

－

２
２
５
６
）

  　

耳
川
流
域
国
土
保
全
協
議
会
で
は
、

国
土
保
全
に
関
心
を
持
つ
人
と
山
村

が
交
流
す
る
１
泊
２
日
の
体
験
ツ
ア

ー
を
開
き
ま
す
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
内
容
は
、
諸
塚
村

で
の
植
樹
活
動
体
験
、
吉
野
宮
座
頭

神
祭（
13
Ｐ
で
紹
介
）参
加
、
山
の
幸

の
交
流
会
な
ど
。「
全
村
森
林
公
園
」

諸
塚
村
を
舞
台
に
し
た
森
の
恵
み
と

人
と
の
ふ
れ
あ
い
探
し
の
旅
に
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

３
月
27
日
㈭
、
午
前
９
時

発
〜
28
日
㈮
、
午
後
４
時
着
予
定
。

※
発
着
は
、
日
向
市
中
央
公
民
館

行
き
先　

諸
塚
村
内
各
所

募
集
対
象　

日
向
市
、
門
川
町
、
美

郷
町
、
諸
塚
村
、
椎
葉
村
に
居
住
す

る
人（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

募
集
人
員　

先
着
50
人

参
加
費　

大
人
＝
５
、０
０
０
円　

中

学
生
以
下
＝
２
、５
０
０
円（
１
泊
４

食
お
よ
び
バ
ス
代
を
含
む
）

宿
泊
先　

諸
塚
村
内
の
旅
館
ま
た
は

民
宿（
参
加
決
定
通
知
時
に
連
絡
）

申
込
締
切　

３
月
14
日
㈮

※
参
加
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
３
月

21
日
㈮
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

東
郷
町
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
産
業
振
興
課（
☎

69

－

３
９
０
２
）

　

JR
日
向
市
駅
西
口
駅
前
広
場
工
事

が
完
了
し
、
東
西
駅
前
広
場
が
完
成

し
ま
す
。
市
は
完
成
を
祝
い
式
典
お

よ
び
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
す
。

と　

き　

３
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

JR
日
向
市
駅
西
口
駅
前
広
場

内　

容　

完
成
式
典
、
臼
太
鼓
踊
り

披
露
、
地
場
産
品
販
売
、
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
埋
設
、
餅
ま
き
、
苗

※

木
の
無

料
配
布（
約
９
０
０
本
）な
ど
。

※
苗
木
の
無
料
配
布
は
、
午
前
11
時

30
分
か
ら
開
始
。
先
着
順
で
配
布
し

ま
す
。
こ
の
苗
木
の
無
料
配
布
は
緑

化
推
進
運
動
の
一
つ
で
、
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た「
み
ど
り
の
募
金
」で

実
施
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
街
地
整
備
課
街

な
か
整
備
係（
☎
内
線
２
５
１
３
）、

ま
た
は
農
林
水
産
課
林
業
振
興
係（
☎

内
線
２
３
１
５
）

催　

し

３
月
９
日
㈰　

西
口
駅
前

広
場
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
）。

縦
覧
手
数
料　

無
料

固
定
資
産
税
情
報
の
開
示

  

固
定
資
産
評
価
額
の
基
礎
と
な
る

固
定
資
産
路
線
価
と
標
準
宅
地
は
、

い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
、
税
務
課

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
手
数
料　

無
料

※
路
線
価
と
は
、
市
街
地
に
お
い
て

道
路
に
付
け
ら
れ
た
価
格
の
こ
と
で
、

道
路
に
接
す
る
標
準
的
な
宅
地
の
１ 

㎡
当
た
り
の
価
格
を
い
い
ま
す
。

※
標
準
宅
地
と
は
、
状
況
類
似
地
区

ご
と
に
主
要
な
街
路
に
沿
接
す
る
宅

地
の
う
ち
、
奥
行
、
間
口
、
形
状
な

ど
の
状
況
が
標
準
的
な
土
地
を
い
い

ま
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳（
名
寄
帳
）の

閲
覧
・
証
明

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
記
載
事
項

に
関
す
る
閲
覧
お
よ
び
証
明
に
つ
い

て
、
資
産
の
納
税
義
務
者（
所
有
者
）

は
所
有
す
る
資
産
の
す
べ
て
に
つ
い

て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
も
借
地
・

借
家
の
資
産
に
限
り
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
賃
貸
借
契

約
書
な
ど
土
地
や
家
屋
を
借
り
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
が
必
要
で
す
。

　

納
税
義
務
者
が
窓
口
に
来
ら
れ
な

い
場
合
は
、
委
任
者
本
人
が
作
成
し

た
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す（
納
税

義
務
者
と
同
一
世
帯
の
人
は
、
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）。

　

法
人
所
有
の
場
合
も
同
様
に
、
代

表
者
以
外
の
代
理
人
か
ら
の
申
請
に

は
、
代
表
者
印（
法
人
登
録
印
）の
押

印
さ
れ
た
委
任
状
が
必
要
で
す
。

交
付
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の「
１

級
及
び
２
級
」
ま
た
は
療
育
手
帳
の

「
Ａ
」を
所
持
し
て
い
る
人
で
、
市
内

に
居
住
し
て
い
る
人

交
付
内
容　

タ
ク
シ
ー
基
本
料
金
券

を
年
間
15
枚

交
付
日
時　

４
月
１
日
か
ら

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

※
代
理
の
人
で
も
手
続
可
。

●
交
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉

課
障
が
い
福
祉
係
⑯
番
窓
口（
☎
内
線

２
１
７
１
）

　

卒
業
、
入
学
の
季
節
。
こ
の
時
期
、

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
で
４
月
か

ら
市
外
の
高
校
・
大
学
・
各
種
学
校

な
ど
に
入
学
し
、
市
外
に
転
出
す
る

人
が
い
る
場
合
は
、
学
生
保
険
証
の

発
行
申
請
が
必
要
で
す
。

発
行
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、

在
学
証
明
書

※
申
請
時
に
、
学
生
の
住
所
、
学
校

の
所
在
地
を
記
載
が
必
要
。
事
前
に

確
認
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
人
は
保
険
証
を
返
却
、
届
出
を

　

今
年
３
月
、
市
外
の
高
校
・
大
学
・

各
種
学
校
な
ど
を
卒
業
す
る
人
で
、

学
生
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
は
、
保
険
証
を
返
却
し
届
出
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
保
険
証
の
有
効
期

限
は
３
月
31
日
で
す
。
そ
の
日
以
降

は
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

返
却
、
届
出
に
必
要
な
も
の　

①
他

市
区
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
場
合
＝
印
鑑
、
今
ま
で
使
用
し

て
い
た
保
険
証　

②
社
会
保
険
な
ど

そ
の
他
の
保
険
に
加
入
し
た
場
合
＝

印
鑑
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
保
険

証
、
新
し
く
加
入
し
た
社
会
保
険
証

（
写
し
可
）な
ど

※
届
出
が
な
い
と
、
保
険
税
が
課
税

さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。
必
ず
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
⑤

番
窓
口（
☎
内
線
２
１
３
３
）

　

固
定
資
産
の
価
格
が
適
正
で
あ
る

か
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平

成
20
年
度
の
土
地
お
よ
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
㈫
か
ら
30
日

㈬
ま
で（
土
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）。

縦
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。

縦
覧
場
所　

市
役
所
税
務
課

縦
覧
で
き
る
人　

市
の
固
定
資
産
税

の
納
税
者（
土
地
や
家
屋
の
固
定
資
産

税
を
実
際
に
納
め
て
い
る
人
。
非
課

税
や
免
税
点
未
満
で
固
定
資
産
税
を

納
め
て
い
な
い
人
は
縦
覧
で
き
ま
せ

ん
）。

縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項　

①
土
地
の

縦
覧
帳
簿
＝
土
地
の
所
在
、
地
番
、

地
目
、
地
積
、
価
格 

②
家
屋
の
縦
覧

帳
簿
＝
家
屋
の
所
在
、
家
屋
番
号
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格（
縦
覧

で
き
る
人
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
、
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
ま
た

は
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
を
確
認

　

都
市
計
画
道
路「
日
知
屋
財
光
寺
通

線（
財
光
寺
地
区
）」の
工
事
が
完
了
し

全
線
開
通
し
ま
す
。
供
用
開
始
に
先

立
ち
開
通
式
を
開
き
ま
す
。

と　

き　

３
月
8
日
㈯
、
午
後
１
時

30
分
か
ら

と
こ
ろ　

財
光
寺
字
小
狭
間（
現
地
）

工
事
概
要

・
区
間
＝
財
光
寺
長
江（
国
道
10
号
）

か
ら
往
還
町（
県
道
土
々
呂
日
向
線
）

・
事
業
年
度
＝
平
成
13
年
か
ら
19
年
度

・
全
体
事
業
費
＝
８
億
５
千
万
円

・
全
体
延
長
L
＝
４
４
０
m

・
幅
員
W
＝
18
m
〜
21
m（
２
車
線
）

●
問
い
合
わ
せ 

市
街
地
整
備
課
公
園

街
路
係（
☎
内
線
２
６
１
９
）

融
資
額　

学
生
、
生
徒
一
人
あ
た
り

２
０
０
万
円
以
内

利
率　

年
２.

５
％
（
平
成
20
年
１
月

15
日
現
在
）

返
済
期
間　

10
年
以
内（
母
子
家
庭
、

交
通
遺
児
の
人
は
１
年
の
延
長
可
）

返
済
方
法　

毎
月
元
利
金
等
払（
ボ
ー

ナ
ス
時
増
額
返
済
可
）

保
証　

㈶
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
、

ま
た
は
連
帯
保
証
人
１
人
以
上

●
問
い
合
わ
せ　
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル（
☎
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６
）、

ま
た
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
延
岡
支

店（
☎
０
９
８
２

－

33

－

６
３
１
１
）

お
知
ら
せ

　

来
庁
す
る
際
に
は
、
本
人
お
よ
び

代
理
人
に
つ
い
て
も
、
印
鑑
、
身
分

証
明
書（
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
左
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
閲
覧
・
証
明
は
、
東
郷
町
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
で
も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課（
☎
内
線

２
１
１
３
、２
１
２
４
）

対
象　

学
校
教
育
法
で
定
め
る
大
学

院
・
大
学
・
短
大
・
高
校（
中
等
教
育

学
校
後
期
課
程
を
含
む
）・
高
等
専
門

学
校
及
び
各
種
学
校
に
在
籍
す
る
人

定
員　

25
人
程
度（
６
月
下
旬
に
選
考

募　

集

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

日向市のホームページアドレス　　  http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/URL

国
保
で
学
生
の
人
は
在
学
証

明
書
の
提
出
が
必
要
で
す

（１）固定資産課税台帳の閲覧及び固定資産課税台帳記載事項の証明
閲覧または証明を求めることができる人 閲覧または証明対象固定資産

①固定資産税の納税義務者（所有者）
当該納税義務に係る固定資産

（土地または家屋）の全部
②土地または家屋について賃借権その他

の使用収益を目的とする権利を有する人
（ただし、対価が支払われるものに限る）

当該権利の目的である固定資産
（土地または家屋）のみ

③固定資産の処分をする権利を有する一
定の人

当該権利の目的である固定資産
（土地または家屋）のみ

（２）土地または家屋名寄帳の閲覧ができる人
①固定資産税の納税義務者（所有者）　②固定資産税の納税管理人
③納税義務者または納税管理人より委任を受けた人
　（委任状または代理人選任届添付）

土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

日
向
市
奨
学
生
を
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

市
の
臨
時
職
員
を
募
集

市
廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
委
員
を
募
集

「
国
土
保
全
大
使
」

体
験
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

日
知
屋
財
光
寺
通
線
開
通

３
月
8
日
㈯
に
開
通
式

国
の
教
育
ロ
ー
ン

（
国
民
生
活
金
融
公
庫
）
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＊
社
協
＝
社
会
福
祉
協
議
会

相 談 日 程
■
行
政
相
談

と　

き　

３
月
19
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

■
法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

と　

き　

３
月
13
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

予
約（
市
民
課
☎
52

－

２
１
１
１
）

＊　
　
　

＊

と　

き　

３
月
19
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

予
約（
☎
69

－

２
２
０
９
）

■
年
金
巡
回
相
談

と　

き　

３
月
26
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
が
い
及
び
難
病
者
相
談

と　

き　

３
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

障
害
者
セ
ン
タ
ー

	

（
☎
52

－

５
４
３
４
）

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と　

き　

３
月
17
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課

介
護
保
険
係（
☎
内
線
２
１
７
６
）

■
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き　
（
月
、
火
、
木
、
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」

（
☎
55

－

１
６
６
０
）

■
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

　

巡
回
相
談（
☎
要
予
約
）

と　

き　

３
月
10
日
㈪

　
　
　
　

３
月
24
日
㈪

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」

予
約
先　

宮
崎
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
８
５

－

29

－

８
５
４
４
）

ス ポ ー ッ

〜きっとお役に立てます〜
㈳日向市シルバー人材センター

　

56

－

０
０
１
８
、　

b
u
n
ka@

hyugacity.jp

）

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
ひ
む
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
ゆ
う
ク
ラ
ブ
」で

は
、
新
年
度
に
次
の
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
者
は
ク
ラ
ブ
主
催
の
全
て

の
サ
ー
ク
ル
に
、
い
つ
で
も
無
料

で
参
加
で
き
、
教
室
・
イ
ベ
ン

ト
に
も
割
安
料
金
で
参
加
で
き
ま

す
。
※
会
員
以
外
も
ビ
ジ
タ
ー
料

金
で
参
加
で
き
ま
す
。

　

市
は
、
体
育
指
導
委
員
と
と
も

に
年
齢
や
体
力
に
応
じ
て
誰
も
が

参
加
し
や
す
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
ミ
ニ
バ
レ
ー
は
、
競
技
人

口
も
増
加
中
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
競
技
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
誰

も
が
手
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ「
ミ
ニ
バ
レ
ー
」。
市
は
次

の
と
お
り
初
心
者
を
対
象
と
し
た

ミ
ニ
バ
レ
ー
教
室
を
開
き
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ミ
ニ
バ
レ
ー
初
心
者
教
室

と
き　

4
月
14
日
㈪

　
　
　
　
　

21
日
㈪ 

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
　

28
日
㈪ 

（
全
3
回
）

　

午
後
7
時
30
分
か
ら
9
時
30
分

と
こ
ろ　

市
体
育
セ
ン
タ
ー

定
員　

50
人
程
度

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

4
月
4
日
㈮

申
込
方
法　

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号（
主
に
連
絡
が
と
れ
る

も
の
）に
つ
い
て
、
次
の
申
込
先

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

文
化

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
53

－
４
７
９
１
、

■
ミ
ニ
バ
レ
ー
初
心
者
教
室

　

参
加
者
募
集

入
会
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
、
年
会
費

４
、０
０
０
円
を
添
え
て
ク
ラ
ブ

事
務
局
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
3
月
末
日
ま
で
の
入
会
者
は

５
０
０
円
割
引
。
平
成
19
年
度
会

員
の
人
は
１
、０
０
０
円
割
引
。

新
年
度
プ
ロ
グ
ラ
ム

サ
ー
ク
ル　

ミ
ニ
バ
レ
ー
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル

フ
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
、
卓
球
、
柔
道
、
囲
碁
、
パ
ソ

コ
ン

教
室　

キ
ッ
ズ
体
力
向
上
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト（
4
才
か
ら
小
学
３
年
生

を
対
象
）、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ス
ポ

ー
ツ（
障
が
い
児
・
者
や
体
を
激

し
く
動
か
せ
な
い
人
向
け
）、
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
、
社
交
ダ
ン
ス
、
健

康
体
操
、
健
康
空
手

イ
ベ
ン
ト　

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

（
年
2
回
）、
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会（
年

5
回
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド･
ゴ
ル
フ
大

会（
年
6
回
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ひ
む
か

Ｙ
Ｏ
Ｕ
ゆ
う
ク
ラ
ブ
事
務
局（
☎

０
８
０

－

５
２
６
０

－

１
５
１
５

　

h
im

u
k
a
y
o
u
y
o
u
@

y
a
h

o
o
.

co.jp)

会員も随時募集しています
入会説明会　３月27日㈭　午前10時から
　　　　　　説明会の申し込みは当センターまで。

■
ひ
む
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
ゆ
う

　

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

環 境 問 題
■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

宅
を
購
入
し
た
人
。 

申
請
の
際
、
必
要
な
も
の

・
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

・
領
収
書（
購
入
か
ら
６
か
月
以

内
の
も
の
）

・
振
込
先
の
通
帳
。
写
し
可（
本

人
名
義
の
も
の
に
限
る
）

 

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

市
民
課
市
民
相
談
係

（
☎
内
線
２
１
３
９
）

暖
化
や
環
境
保
全
に
関
す
る
講
演

会
の
開
催
、
環
境
関
連
施
設
の
視

察
・
研
修
な
ど
の
活
動
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

環
境
問
題
に
は
、
市
民
や
事
業

者
の
自
発
的
な
環
境
保
全
活
動
や

取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
環
境
市

民
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
会
議
に
参

加
し
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら

し
か
た
を
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
環
境
整
備
課

ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
環
境
政
策
係

（
☎
53

－

２
２
５
６
）

　
「
日
向
市
太
陽
熱
温
水
器
設
置

補
助
金
交
付
事
業
」は
、
平
成
19

年
度
３
月
末
で
廃
止
し
ま
す
。 

　

補
助
金
の
申
請
を
希
望
す
る
人

は
、
３
月
31
日
ま
で
に
、
市
民
課

相
談
係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
交
付
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
事
業
所
を
持
っ
て
い
る
人
。

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

③
新
た
に
太
陽
熱
温
水
器
を
設
置

し
た
人
。
ま
た
は
太
陽
熱
温
水

器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
新
築
住

市
は
、
環
境
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

意
見
集
約
や
環
境
問
題
を
学
習
す

る
場
と
し
て「
日
向
市
環
境
市
民

会
議
」を
設
置
し
、
毎
月
１
回
第

４
木
曜
日
に
開
い
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
主
な
活
動
は
、
エ
コ

バ
ッ
ク
の
地
域
モ
ニ
タ
ー
募
集
、

環
境
問
題
に
つ
い
て
の
講
演
会
開

催
、
市
内
環
境
関
連
施
設
の
視
察
・

研
修
な
ど
を
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
は
、
市
の
環
境
事

情
や
廃
棄
物
問
題
学
習
、
地
球
温

■
環
境
市
民
会
議

　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

悠 々 パ ス
■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん

し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係（
内
線
☎

２
１
６
９
）

な
お
、
下
表
の
地
区
以
外
の
人

は
、
市
役
所
高
齢
者
あ
ん
し
ん
課

（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
内
）、
東
郷

域
の
人
は
、
や
す
ら
ぎ
館（
東
郷

病
院
横
）で
随
時
受
付
し
補
助
券

を
交
付
し
ま
す
。

交
付
の
際
、
必
要
な
も
の

①
身
分
証
明
書（
保
険
証
ま
た
は

さ
わ
や
か
70
証
明
書
な
ど
）

②
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

③
宮
崎
交
通
㈱
発
行「
悠
々
パ
ス
」

（
現
在
、
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

市
は
、
高
齢
者
の
交
通
の
利
便

の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
内
在
住

の
70
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
、

宮
崎
交
通
㈱
発
行
の
高
齢
者
用
バ

ス
定
期
券「
悠
々
パ
ス
」購
入
費
の

半
額
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

悠
々
パ
ス
が
有
効
期
限
切
れ
に

な
る
人
や
、
新
規
に
補
助
券
の
交

付
を
希
望
す
る
人
に
は
手
続
き
を

行
い
ま
す
。

下
表
に
該
当
す
る
地
区
で
は
、

市
内
５
会
場
に
職
員
が
出
向
き
交

付
手
続
き
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
切
り
替
え
時
期
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

宮崎交通㈱発行
「悠々パス」の有効
期限は最長で半年。

悠々パス更新（補助券交付）日程表

日　時 場　所 対象地区

３
月
18
日　

㈫

午前９時 30 分

～

午前 10 時

塩見
農村婦人の家

中村、新財市、塩見
ヶ丘、奥野、永田、
千束口、権現原

午前 11 時

～

午前 11 時 30 分
細島公民館

堀一方、曽根、幡浦、
清正、吉野川、地蔵、
八坂、庄手向、八幡、
高々谷、伊勢、宮の
上

午後 1 時 30 分

～

午後２時 30 分

南日向コミュ
ニティセンタ
ー

美砂、曙、本宮、笹
野東、笹野中、笹野
西、金ヶ浜、籾木、
鵜毛、秋留

３
月
19
日　

㈬

午前 9 時 30 分

～

午前 10 時 30 分
幸脇公民館 遠見、幸脇、飯谷

午後２時

～

午後３時

美々津
老人福祉セン
ター

立縫、新町、石並、
駅通り、落鹿、高松、
宮の下、別府、余瀬、
田の原、寺迫地区全
域

㈳日向市シルバー人材センター
日向市大字財光寺847番地1（☎0982 － 52 － 2200）

さまざまなお仕事、お引き受けします。
ちょっとしたことでも、お気軽にご相談ください。

〜みやざき住まいの安心情報バンク〜
愛称「ゆとりネット」を開設

　県は、住まいづくりを考える県民や、本県への移
住を検討している県外の人たちの安全・安心な住生
活を支援しようとホームページを開設しました。
　住宅の建設やリフォーム、耐震診断、税金、公営
住宅の募集情報など、住まいに関するさまざまな情
報を掲載しています。ぜひアクセスしてください。
URL http://www.yutori-net.jp/

問い合せ　宮崎県住宅供給公社（☎0985 － 24 － 6616）
　　　　　宮崎県建築住宅課　（☎0985 － 26 － 7194）

■
太
陽
熱
温
水
器
補
助
金

　

廃
止
の
お
知
ら
せ

第１回 4 月 24 日

第２回 5 月 22 日

第３回 6 月 26 日

第４回 7 月 24 日

第５回 8 月 28 日

第６回 9 月 25 日

第７回 10 月 23 日

第８回 11 月 27 日

第９回 12 月 25 日

第 10 回 1 月 22 日

第 11 回 2 月 26 日

第 12 回 3 月 26 日

場所:中央公民館　時間:午後７時～９時
平成20年度「日向市環境市民会議」日程

太陽熱温水器補助金は

19年末で廃止されます。
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 人 口 63,055 人 〈 ー 11 〉
 男 29,687 人 〈 ー  8 〉
 女 33,368 人 〈 ー 3 〉
 世帯数 24,414 世帯 〈 ＋  2 〉
 転 入 113 人 転 出 130 人
 出 生 59 人 死 亡 53 人
  面 積    336.29km2

こ
ち
ら
編
集
室

尾崎 光
ひかり

ちゃん
（富高）

菊池 颯
そ う た ろ う

太郎ちゃん
（鶴野内）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

日曜在宅医の確認は☎ 53－1214 へ

日向市保育協議会
（☎ 53ー5857）

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

テレホンサービス

●会場　日向市民健康管理センター　●問い合わせ　☎内線２１８４

〜止まって確認！無事故に挑戦〜

12 月中の交通事故
 人身事故 死亡 負傷者 物損事故
 51 件 0 人 60 人 96 件
 （－ 1） （± 0） （－ 6） （－ 6）

日向市の人口と世帯（現住人口）
　含む外国人登録者／ H20.2.1 現在

乳
幼
児
健
診

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
３
月
1�
日
㈮

　
　
　

３
月
28
日
㈮

対
象
／
平
成
19
年
12
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
３
月
12
日
㈬

対
象
／
平
成
19
年
８
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
３
月
18
日
㈫

対
象
／
平
成
19
年
２
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
３
月
６
日
㈭

対
象
／
平
成
18
年
８
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
３
月
５
日
㈬

対
象
／
平
成
16
年
８
月
生
ま
れ

︻
受
付
時
間
︼

・
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児

　

午
後
０
時
��
分
〜
１
時
1�
分

・
３
か
月
児

　

午
後
１
時
〜
１
時
1�
分

・
７
か
月
児

　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

・
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

※ 

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。

　

新
入
学
児
は
ラ
ン
ド
セ
ル
購
入

や
勉
強
机
の
準
備
、
進
学
す
る
人

や
新
社
会
人
に
な
る
人
は
、
制
服

や
ス
ー
ツ
の
新
調
な
ど
、
わ
く
わ

く
す
る
季
節
で
す
ね
。

　

し
か
し
健
康
面
な
ど
で
、
３
月

中
に
済
ま
せ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ

と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

新
入
学
児
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）

　

新
入
学
児
は
小
学
校
に
入
学
す

る
前
に（
平
成
20
年
４
月
入
学
の

お
子
さ
ん
は
３
月
末
ま
で
）に
麻

疹･

風
疹
の
混
合
ワ
ク
チ
ン（
Ｍ
Ｒ

ワ
ク
チ
ン
）を
接
種
す
る
こ
と
に

法
律
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
改
正
さ
れ
、
は
じ
ま
っ
た

ば
か
り
の
予
防
接
種
で
す
が
、
接

種
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

幼
児
期
に
麻
疹･

風
疹
の
予
防

接
種
を
受
け
た
お
子
さ
ん
だ
け
で

な
く
、
接
種
を
受
け
て
な
い
お
子

さ
ん
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
か
か
り
つ

け
の
医
療
機
関
に
問
い
合
せ
、
接

種
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
暮
ら
し
を
は
じ
め
る
人
へ

病
気
に
な
っ
た
時
ど
う
す
る
？

　

進
学
す
る
人
、
就
職
し
て
ひ
と

り
暮
ら
し
を
は
じ
め
る
人
な
ど
、

見
知
ら
ぬ
土
地
で
、
医
療
機
関
を

正
し
く
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
？

　
「
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
受
診

す
る
」「
重
複
し
て
の
受
診
は
し

な
い
」な
ど
が
正
し
い
受
診
の
仕

方
で
す
。
ま
た
、
健
康
保
険
証
の

取
り
扱
い
な
ど
事
前
に
家
族
で
よ

く
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

救
急
箱
の
準
備
は
で
き
て
い
ま

す
か
？ 

自
分
に
合
っ
た
常
備
薬
は

あ
り
ま
す
か
？

　

ま
た
、
治
療
が
必
要
な
虫
歯
な

ど
、
時
間
に
ゆ
と
り
の
あ
る
時
期

に
治
療
し
て
お
く
こ
と
も
大
事
で

す
。

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

は
社
会
人
の
マ
ナ
ー
で
す
。

新
入
学･

新
生
活
の
準
備

は
お
済
み
で
す
か
？

▼
先
月
号
で
企
画
し
た
広
報
ひ
�
う
が
ア

ン
ケ
�
ト
�
要
望
や
叱
咤
激
励
な
ど
�
多

く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
�
今

後
の
編
集
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
�
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�

ま
た
別
の
機
会
に
ご
意
見
の
内
容
な
ど
を

紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
�
プ
レ
ゼ
ン

ト
抽
選
は
締
め
切
り
ま
し
た
が
�
読
者
の

皆
さ
ん
の
生
の
声
に
�
締
め
切
り
は
あ
り

ま
せ
ん
�
い
つ
で
も
ご
意
見
・
要
望
な
ど

お
寄
せ
く
だ
さ
い
�

編
集
室
一
同

　

前
月
号
で
は
、
特
定
健
診
内
容

（
概
要
）を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が

今
月
号
は
保
健
指
導
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
で
す
。

特
定
保
健
指
導
と
は
？

　

健
診
を
受
診
し
た
人
が
、
健
診

結
果
か
ら
、
現
在
の
自
分
の
健
康

状
態
を
知
り
、
将
来
の
自
分（
生

活
習
慣
病
に
な
る
可
能
性
）を
予

測
す
る
こ
と
で
、
無
理
の
な
い
生

活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

10
年
後
、
20
年
後
、
は
つ
ら
つ

と
元
気
に
働
き
、
趣
味
や
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
な
ど
充
実
し
た
余

暇
活
動
を
楽
し
め
る
よ
う
な
生
活

習
慣
の
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

﹁
情
報
提
供
﹂﹁
動
機
付
け
支
援
﹂

﹁
積
極
的
支
援
﹂の
３
つ
の
支
援
内

容
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
�

﹁
情
報
提
供
﹂

　

受
診
者
全
員
を
対
象
に
、
自
ら

の
身
体
状
況
を
認
識
し
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
健
診
結
果
の
見
方

や
健
康
増
進
に
役
立
つ
内
容
の
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
受
診
結
果
を
も
と
に

「
動
機
付
け
支
援
」、「
積
極
的
支

援
」に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
ま
す
。

﹁
動
機
付
け
支
援
﹂

　

腹
囲（
お
腹
の
ま
わ
り
）が
、
男

性
で
8�
�
以
上
、
女
性
で
90
�
以

上
で
、
①
血
糖
②
血
中
脂
質
③
血

圧
の
う
ち
、
１
つ
で
も
基
準
値
を

超
え
れ
ば
、「
動
機
付
け
支
援
」と

な
り
ま
す
。
原
則
１
回
の
個
別
支

援
ま
た
は
、
グ
ル
ー
プ
支
援
を
提

供
し
ま
す
。

﹁
積
極
的
支
援
﹂

　

腹
囲
が
、
男
性
で
8�
�
以
上
、

女
性
で
90
�
以
上
で
、
①
血
糖
②

血
中
脂
質
③
血
圧
の
う
ち
、
２
つ

以
上
が
基
準
値
を
超
え
れ
ば
、「
積

極
的
支
援
」と
な
り
ま
す
。

　
「
動
機
付
け
支
援
」に
加
え
て
３

か
月
以
上
の
継
続
的
な
支
援
を
提

供
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
服
薬
中
の
人
は
、
継

続
的
に
医
療
機
関
に
受
診
し
て
い

る
た
め
保
健
指
導
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
6�
歳
か
ら
7�

歳
の
人
は
、
積
極
的
支
援
対
象
に

な
っ
た
場
合
で
も
動
機
付
け
支
援

と
な
り
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
は
、
ど
こ
が
す
る

の
？

　

日
向
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
に
は
、
市（
健
康
づ

く
り
課
）が
保
健
指
導
を
行
い
ま

す
。
特
定
健
診
は
、
平
成
20
年
6

月
か
ら
の
予
定
で
準
備
中
で
す
。

　
「
動
機
付
け
支
援
」「
積
極
的
支

援
」
の
対
象
と
な
っ
た
人
に
は
、

健
診
受
診
後
、
１
〜
２
か
月
後
に

健
康
づ
く
り
課
か
ら
、
案
内
を
通

知
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
以
外
の

人
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者（
健
康
保
険
組
合
・
政
府
管
掌

健
康
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
）が

特
定
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。
お

持
ち
の
健
康
保
険
証
に
明
記
さ
れ

て
い
る
医
療
保
険
者
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

づ
く
り
課
健
康
増
進
係（
☎
内
線

２
１
８
４
）

健 康 家 族 道 駅 探 検
■
特
定
健
診
・
特
定
保
健

　

指
導
が
ス
タ
ー
ト

　

道
の
駅 

と
う
ご
う

お舟出ちゃんぽん祭 開催中
　　　　　　　680 円から

今月は、只今開催中
の「お舟出ちゃんぽ

ん祭」のご紹介です。レ
ストラン潮音自慢のチ
キン南蛮のセットなど
をはじめ、お客様大満
足のちゃんぽんセット
メニューも揃えていま
す。ぜひ、この機会に
ご賞味ください。

道
の
駅 

日
向

■市民の皆さんへお得な情報です

＊お舟出とくトクカレンダー＊
※ QR コード対応の携帯電話をお持ちの
人は、下のコードを読み取ると簡単にア
クセスすることができます。

■
お
舟
出
の
湯

　

３
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
！

今
月
の
定
期
寄
席

　

３
月
８
日
㈯　

午
後
１
時
〜

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

３
月
2�
日
㈫
、
26
日
㈬

・
募
集
定
員　

各
日
�0
人

・
料
金　

一
人　

１
、５
０
０
円

※
賞
品
、
弁
当
、
お
茶
、
入
浴
付
。

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
�
ト
講
習
会

　

４
月
13
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

※
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

サービスの内容など
随時更新していま
す！どうぞご覧くだ
さい。 ３月の休館日

３日（月）、１７日（月）

■問い合わせ
日向サンパーク温泉

「お舟出の湯」まで。
☎ 56 － 3800
●営業時間
午前 10 時～午後 10 時

URL http://ww2.wainet.ne.jp/~sunpark/
日向市ホームページからもアクセスできます。

O

お

・

た

べ

て

ん

な

い

！

・T
A

B
E

T
E

N
N

A
I

レ
ス
ト
ラ
ン
潮し

お

ね
音　

情
報

海の見えるレストラ
ンでお食事をしませ
んか？

URL

　

ず
ら
り
と
並
ぶ
新
鮮
な
野
菜

類
。
味
工
房
ふ
る
さ
と
市
場
で
は
、

環
境
保
全
型
農
業
で
栽
培
し
た
野

菜
を
格
安
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
型
農
業
と
は
、
農
薬

や
化
学
肥
料
を
な
る
べ
く
使
用
せ

ず
、
た
い
肥
を
中
心
に
土
づ
く
り

を
し
た
土
壌
で
行
う
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
の
こ
と
で
す
。

　

市
場
で
販
売
し
て
い
る
野
菜
の

う
ち
、
環
境
保
全
型
農
業
推
進
協

議
会
が
認
め
た
栽
培
基
準
の
野
菜

に
は
、
認
証
シ
ー
ル
を
貼
り
販
売

し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
市
場
開
催
日

　

毎
週
水
、土
、日
、祝
日

　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ　

ふ
る
さ
と
味
工

房（
☎
68

－

３
０
７
０
）

日向市ふるさと農産物
日向市環境保全型農業推進協議会認証

認証の問い合わせは･･･
日向市環境保全型農業推進協議会事務局
東郷町地域自治センター産業振興課
  （☎69ｰ3902）

安全・安心
環境に優しい
認証シール

認証の問い合わせは･･･
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表紙写真は、大御神社で結婚式を挙げるカップルに
偶然に遭遇。「おめでとう」と近づき声をかける萩本
監督。新郎 片田好

よしのり

則さん（33: 日知屋）、京都生まれ
の新婦 瞳さん（29）。二人の出会いは８年前、瞳さん
が開いた雑誌の1ページにさかのぼる。目に飛び込ん
できたのは、日向の海。サーフィンが趣味の瞳さん
は迷わず日向へ。住み込みで働きながら、毎日、日
向の波を楽しんだ。その後京都に戻ったが、２年前
日向に移住。そこで地元サーファーの好則さんと運
命的に出会う。2月3日、晴れてゴールインしました。

「萩本監督の言葉に感激しました。最高の一日です」
と喜びを話した、新郎新婦。人生最良の日の笑顔です。

日向市ホームページ 
URL http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/
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